
令和３年度 子どもゆめ基金２０周年記念事業 

 キッズたんけんたい① 

 

１ 趣  旨  小学校低学年の子供たちが,親元を離れて共同生活や自然体験活動を行い,仲間と関わったり，

協力したりする活動を通して，自立心や自尊感情を育てる。 

 

２ 期  日 令和３年１１月６日（土）～７日（日）１泊２日 

 

３ 参加対象 小学１・２年生 

 

４ 募集定員   ４０人程度 

 

５ 参 加 者 ４１人（申し込み：８０人） 

 

６ 指 導 者 国立大隅青少年自然の家職員３人 

 

７ 日  程  

８ 事業運営上の配慮 

 ○ 新型コロナウイルス感染防止対策として，活動ごとに「手洗い・うがいの時間」を設定するとともに，活

動時のマスク着用，ソーシャルディスタンスの確保を参加者に周知した。また受付時，班付きボランティ

アにキッチンペーパーと除菌用アルコールを配して活動場所の消毒を適時実施した。 

 ○ 小学校低学年対象ということで子供達が意欲的に取り組めるような活動や，友達と協力する活動，自然体

験活動をプログラムに取り入れた。 

 ○ 生活習慣の意識が高まるよう，自分のことは自分でさせるとともに，自然体験，野外炊飯，生活体験（テ

ント設営），遊び（あそびリンピック）等，多岐にわたるプログラムを実施した。 

  

９ 参加者の感想 

 ○ テントを自分で立て、そこで寝ることができたので楽しかった。 

 ○ 館内たんけん（宝探し：シュラフ）がとても楽しかった。 

 ○ 友だちができたので良かった。ピザづくりが初めてだったけど，自分で作れてびっくりしました。 

 

10 成果 

 ○ 親元を離れた宿泊を伴う生活で不安や緊張を抱える中，各種体験活動や共同生活を体験することで基本的

生活習慣を身に付けるきっかけになり，様々なことへ自信が付いた子が増えた。 

○ 新型コロナウイルス感染防止対策を意識した手洗い，うがいの徹底，ソーシャルディスタンスを確保した

活動が行えた。 

  

● 海浜での体験活動が実施できなかった。参加者は非常に楽しみにしていた様子がうかがえたので，実施時

期の見直しや代替案の検討が必要である。 
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